
ナルク部主催「英新予算の税務観点からのセミナー」のまとめ 

11 月 27 日（水）午後 8 時から先のセミナーがオンラインで行われ、P&Co 社の Chartered 

Accountant の石戸亜季様にお話をいただきました。 

今回は先月 10 月末の労働党新政権が発表した予算案に関わり、新たに導入、また変更され

た税金関連を中心に、個人のファイナンシャルプラニングで気を付けることについてまとめ

ていただきました。 

石戸亜季様と P＆Co 社の詳細については、このまとめの最後に記載しています。 

なお、今回は参加者の 8 割ほどが年金受給者ということから、下記の赤字で記載されてい

る部分を中心にお話をいただいています。その他の点に関しては、添付の資料には記載され

ていますので、こちらにご興味があれば、資料をご覧ください。 

1． 雇用税（Employment Tax） 

2． 事業税（Business Tax）VAT 

3． キャピタルゲイン税（CGT） 

4． 相続税 IHT 

5． 年金 Pension Tax 

6． VAT 

7． 印紙土地税（SDLT） 

8． その他の消費税 Other Indirect Taxes 

9． ノンドムに関する関する税改正 Reforming the taxation of non-UK domiciled 

individuals 

1.及び 2.  雇用税及び事業税 

基本の部分は下記の通り。 

 基礎控除額及び税率バンドの変更は 2028 年までない。詳細は資料を参照。 

 国民年金（State pension）については、2025 年 4 月から 4.1%の増加。トリプルロ

ックについては維持される。（国民年金は毎年、①2.5％、②インフレ率、③Earning 

Growth（賃金上昇率）のいずれかの最も高い率で上昇。） 

事業税については、法人税率と償却率は特に変更はない。ビジネスレイツも来春以降も現行

の一定の割引が維持される。 

3．キャピタルゲイン税 



住居用不動産に関しては、予想に反して変更は無く、従来通りの 18%/24%。それに対し、

住居用不動産以外の資産（株式や金等も含む）の売却税率は、10％/20％の二段階制から、

18%/24%の二段階制へ 2024 年 10 月 30 日から変更。 

キャピタルゲイン税の非課税枠は変更なく、年間 3000 ポンド。 

起業家減税措置及び投資家減税措置の一部変更が行われる。これまでは、起業家や非上場の

企業への投資を奨励するために 10％という低い税率が適用されていたものの、2025 年 4 月

6 日からは 14％、2026 年 4 月 6 日からは 18％に引き上げられる。 

投資家減税措置の生涯限度額の引き下げが 2024 年 10 月 30 日から適用され、1000 万ポン

ドから 100 万ポンドへ引き下げられる。 

すでに出ていた質問の年金受給者にとって今回の Capital Gain 税の引き上げがどのような影

響があるかについては、年金受給者も年金を受給していない者も基本変わらないものの、

Capital Gain 税は、その方の全ての収入の水準でその税率が決まるために、5 万ポンドを超

える年金を含んだ収入がある場合、Capital Gain 税は 24％という高い税率が適用されること

になるとのこと。 

4．相続税 

相続税非課税枠は 2030 年 4 月 5 日まで変更なし。そこで、現行の資産 325,000 ポンドと自

宅 175,000 ポンドを合わせた 500,000 ポンドまでは非課税枠。 

変更された点は、非上場の会社を対象とした Business Property Relief (BPR) と農業を営んで

いる人々を対象とした Agricultural Property Relief (APR)で、これまでは相続税の対象となら

なかったものの、2026 年 4 月 6 日から 100 万ポンドを超える資産については超過額の 50％

が相続税の対象となる。 

AIM（新興ベンチャー企業向け市場）株式に関する免税割合が 100％から 50％へと引き下

げ。 

事前に受けていた質問の Business Relief の税負担について例で説明をすると、500 万ポンド

相当の非公開会社の株式が相続される場合は、現行では 500 万ポンドの 100％に Business 

Relief が適用されるためにに相続税は無い。しかし、今回の変更により、100 万ポンドを超

えた半分が相続税の対象となり下記の計算のようになる。 

（£5,000,000 – £1,000,000）x 50% x 税率 40% = £800,000 

最も大きな変更としては、年金基金及び死亡手当で、2027 年 4 月 6 日から変更される。 



年金資産が 100 ポンドの場合、相続税は 40％の 40 ポンドで受領額が 60 ポンド。死亡者が

75 歳未満であれば、受取人は所得税を支払う必要がないものの、75 歳以上の場合は、受け

取る側が年金収入に対して所得税（20％～45％）を支払う必要がある。 

例 60 ポンドの年金資産に最大 45％の課税がされると 27 ポンドの支払いが発生し、結果

的に 100 ポンドの年金資産の 67 ポンド（相続税 40 ポンドと所得税 27 ポンド）の税金が発

生する。 

そこで、年金資産の相続税を支払った後に所得税を支払うという二重課税となり、問題とさ

れていることから、法制化されるまでに何らかの調整が入るのではないかとも考えられてい

るとのこと。 

すでに提出されていた質問の年金が相続税の対象となったため、年金に代わる相続税対策を

知りたいということで、次の表を使って生前贈与が説明された。 

贈与から死亡までの期間 相続税標準税率  

3 年未満 40％  

3～4 年 32％  
 

課税軽減処置 
4～5 年 24％ 

5～６年 16％ 

6～7 年 8％ 

7 年以上 0％  

 

贈与後 7 年生きなければ意味がないものではないので、検討の余地はある。 

相続税の対象とならない生前贈与についても追加説明があり、年間（Tax Year）合計 3000

ポンドまでは贈与しても課税対象ではなく、贈り物としては一人 250 ポンドが可能。結婚

などの贈与として、子供には 5000 ポンド、孫やひ孫などへは 2500 ポンド、家族以外でも

1000 ポンドがあるとのこと。 

その他の相続税の対象とならない生前贈与は、①贈与が定期的に行われている、②贈与が贈

与する方の収入からされている、③贈与後も贈与をする方が通常の生活水準を保持できる場

合等（①～③の全ての要件を充足する必要がある）。 

すでに提出された質問として、7 年以内に死亡した場合、誰が相続税を払うのという件で

は、基本は相続財産（Estate）を管理する財産管理人（Administrator）または遺言執行者

（Executor）が相続税を収める。 



ただし、死亡前 7 年間で贈与額が 325,000 ポンドを超えていた場合は贈与を受けた人が相

続税を支払う。 

追加の質問として、日本に住んでいる家族に贈与した場合も英国同様のルールが適用される

のかについては、贈与を受ける側の居住国が英国の相続税に影響を与えることは無いため

に、英国の資産は英国のルールがで起用されるとのこと。 

５．年金 

年金への優遇措置（年金保険料の軽減率、年間拠出限度額 6 万ポンド、雇用主の年金拠出

に対する NICs の徴収なし、掛け金の引き出し額は 25％まで一時金として可能でその枠は

268,275 ポンドまで非課税）は変化は無し。 

６．VAT 

私立学校の学費へ VAT が適用されることになったことが変更点。詳細は別途資料を参照。 

７．印紙土地税 

2 軒以上の不動産を購入する場合の印紙税が一律不動産の額に応じて引き上げられ、25 万

ポンドまでの不動産に関しては 2 軒目からは現行の 3％から今年 10 月 31 日から 2％追加の

5％となった。 

優遇されてきていた First Time Buyer においても、2025 年 4 月 1 日までは 425,000 ポンドま

では 0％であるものの、425,001 ポンドから 625,000 ポンドまでが 5％となり、2025 年 4 月

1 日からは 0％の枠が 300,000 ポンドへ下がり、5％の枠も 500,000 ポンドへ下がる。それ

ぞれ詳細の表は別途資料を参照。 

８．その他の消費税 

詳細は別途資料を参照。 

9．ノンドムに関する税改正 

これまでは、英国国外の所得に対して、ドミサイルがどこにあるかが重要で、英国外の所得

はノンドムの人は送金課税を選択し、英国への送金がない場合、英国で申告する必要がなか

った。しかし、2025 年 4 月 6 日からは居住地方式へと変更。 

過去連続 10 年間英国で非居住であれば、英国到着後 4 年間は英国国外の所得を非課税対象

とすることができる。詳細は別途資料を参照。 



Temporary Repatriation Facility（TRF）経過措置が 2025 年 4 月 6 日～2028 年 4 月 5 日の間

優遇措置ができた。これは、未送金の国外の所得を低税率で英国に送金できる一時的な措

置。詳細は別途資料を参照。 

キャピタルゲイン税に関する資産評価額の調整が 2025 年 4 月 6 日から変更となる。これ

は、国外資産の取得評価をある一定の要件を満たすと引き上げることができ、税金を軽減で

きる可能性があるとのこと。詳細は別途資料を参照。 

相続税の対象となる資産は、英国にある資産は常に英国の相続税の対象となるのは、これま

でと変わらない。2025 年 4 月 6 日から改正となったのは英国外の資産。 

死亡税年度の前年度までに過去 20 年中 10 年以上英国で居住していれば、英国の相続税の

対象となる。変更前は 20 年中 15 年。ただし、死亡前にすでに英国を離れていて英国に戻

っていない場合は、「過去 20 年中 10 年以上」の要件を満たしていた場合でも、一定期間

英国を離れていた場合は、英国の相続税の対象から外れるとのこと。この一定期間について

は資料を参照。 

Q＆A 

Q１：日本への最終帰国時の際の英国での税金、送金等の注意点。 

A１：帰国時点で税金は特に発生しない。英国から日本への送金に対しても税金は無い。

Tax Return は通常通り税年度後の 1 月 31 日が申告期限。英国で私的年金収入があっても、

日本に居住している場合は日本で支払うために、日英租税条約上英国で源泉徴収がされない

ように英国税務当局へ連絡をする。英国の賃貸などの不動産収入は英国で確定申告をする。

また売却時には 60 日以内にキャピタルゲイン税の申告・納付が必要。英国で相続税が発生

する場合は、英国と日本両国の弁護士と相談。 

Q２：日英間の個人税制関係問題としての一般的質問。英国の銀行口座名は日本のパスポー

ト上の名前、英国の HMRC 関連の名前は結婚後の夫の姓を使っていることで、問題がある

かについて。 

A２：問題は無い。 

Q３：英国居住 26 年で、英国滞在 183 日以上であれば、イギリスで税金を払い日本で税金

を払わなくて良いとあるが、日本の場合は日本の一時帰国が滞在 183 日以内であれば日本

の税金を支払わなくてもいいことを確認したい。 

A３：税法上居住した国で払うために、英国の居住者で日本が非居住者であれば理解通り。

もし、不動産が日本にあり、不動産収入や売却収入があれば、日本で確定申告をし、英国の



確定申告で外国税額控除を受けることができる。日本に収入がある場合は、日本の専門家に

アドバイスを受けるべき。 

Q４：ファイナンシャルタイムズの記事で、英国人が英国外で退職後少なくとも 10 年間住

むと死亡時に英国の相続税を払わずに済むという記事があったことに対して、簡単に説明を

もらいたい。 

A４：先の理解は英国外にある資産に対しては正しいものの、英国にある資産は 10 年後も

相続税の対象となる。 

Q５：相続税の話は夫婦ではない人への相続ということで、夫婦間ではないという理解で良

いか。 

A５：夫婦間は Spouse exemption があるために、相続税の箇所で説明したのは夫婦間以外

の相続について。 

Q６：ドミサイルに関連して、日本に本帰国しても、3 年間は見なしドミサイルとして英国

で税金支払いが出るということを聞いたように思うが正しいのか。 

A６：日本に本帰国された場合、所得税やキャピタルゲイン税において、税金の申告は税年

度に応じて申告をするために、帰った後の 3 年間ということは無いのではないか。帰った

年はスプリットイヤーとして、分けて申告する必要があるものの、日本に本帰国後は、英国

内の収入は課税対象ではあるものの、英国外の収入に関しては、英国で申告する必要はな

い。来年居住地ベースへ変更になるまでの見なしドミサイルの概念の場合、20 年間の内 15

年間居住者であった場合は英国に⾧くいたために英国での課税対象で送金課税が使えない。

ただ、本帰国の場合は、帰国後に発生する英国国外の収入は課税対象とならない。 

最後に P＆Co 社の会社説明を中澤氏にお話しいただき、セミナーを終えました。 

以上 

文責：Whitehouse 佐藤敦子 

注：先のまとめは P＆Co 社の石戸様に確認をいただいています。 
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